
今月の話題凄ヵっいトムシの飼い方 0 3 

夏になると、科学文化センターにはいろいろな虫の質問がきますが、特に多

いのが「カプトムシの飼い方」です。そこで、今回は簡単にカブトムシの飼い

方を紹介しましょう。

今の時期カブトムシはそろそろ成虫になるころです。成虫の期間は 6 月から
こうびさんらん

9 月で、交尾産卵の後、秋には死んでしまします。最近はカブ トムシはペット

ショップで買ってくることが多くなりました。しかし、以前に比べ大変少なく

はなったようですが、近くの林や果樹園、はたまた、ダム湖や山手の公園の灯

火の下などをさがすと、まだ見つかります。

団虫の飼い方
たてよこ ts をヽ しいくばこ

まず、縦・横 ・高さが 3 0 センチ X40 センチ X30 センチほどの飼育箱（金

魚などを飼うプラスチック水そうでよい）を準備し、底に土を 1 0 センチと

鮒五（ペットショップで昆虫マットなどの名前で売られているものでもよい）

を 1 0 センチほどの深さに入れ、カブトムシがつかまれるほどの太さの木の枝
せいちゅう はちみつ

を入れます。成虫のえさは、リンゴ、スイカなどの果物、蜂蜜を 2,....., 3 倍にう

すめたもの、もしくはペットショップで売っているカブトムシやクワガタ用の

ゼリーを準備します。

できればオスとメスをいっしょに入れておきます。そうすると交尾産卵し
ようちゅう

幼虫の飼育もできます。しかし、あまりたくさんはいっしょにしないほうがよ

く、 4,..,,_,, 5 頭ぐらいまでにします。えさは毎日取りかえ食べ残しをそうじしま
きりふ しめ ちょくしゃにつこっ

す。土が乾かないように霧吹きなどで湿らせます。直射日光には当たらないと

ころに置いておきます。交尾が見られたなら、 メスは土中に卵を産みます。産
せいちゅう じゅみょう

卵は 8 月ごろで、数十卵を産みます。成虫の寿命はあんがい短く 2 ヶ月ほど

です。
ふようど たいひ

野外では、カブトムシのメスは、かれた木の下や腐葉土や堆肥、おがくずを
にゅうはくしょく

つんだ中に産卵します。乳白色の丸い卵（直径 4mm 程度）からは 1 0 日か
ふよ ., >' 

ら1 5 日くらいで幼虫 (1 0mm 弱）が出てきます。 幼虫は腐葉土やかれ木を

エサとします。ふ化後 1 0 日後ほどで 1 回目の飯笈をして 2熔筋ち試 (2 0mm 

ほど）になります。



幼虫の詞い方
しい くばこ ふようど

夏休みが終わるころ、一度飼育箱の腐葉土や土を取り出してみましょう。お

そらく小さな幼虫が見つかると思いますが、そのまま元にもどしてやりましょ

う。カブトムシの成虫が死んでしまったなら、死んだものは取り出し、飼育箱
ふ ょう ど かんそう

に腐葉土やかれ木をたくさん入れてやりましょう。そして乾燥させないように

注意します。幼虫の数はあまり多くしないように、せいぜい 1 0 匹くらいにし

ておきましょう。幼虫のえさには、シイタケのなる木がかれたものやエノキな
さいばい

どの栽培に使用した使用ずみのおがくずも良いものです。

1 0月ころ幼虫は 2 回目の脱皮をして、大きくなり 3熔訪ち呈 (7 0mm くら
ふようど

い）で冬をこします。フンが多くなったら腐葉土を取りかえてやりましょう。

冬の間は、玄関などの日の当たらない、温度の上がらない所に置いておくとほ

とんどエサも食べません。

春になってあたたかくなると、またエサを食べ始めます。幼虫も時々ならほ
だいじょうぶ

り出して、手でさわっても大丈夫です。時に黒くなって死んでいることもある

ので死がいは取りのぞきます。 5 月になると 1 0 C m ぐらいになり、 6 月には

サナギになります。この時はさわらないようにしましょう。幼虫は深くもぐり、

まわりの土を押し固めて部屋を作り、作り終えてから 1週間ほどで皮をぬぎ、

サナギになり、その後 3 週間ほどで成虫になり外に出てきます。
じょ うぷ

カブトムシはたいへん飼いやすい昆虫です。成虫の体はたいへん丈夫で力も

強く、子ども達のよい遊び相手になりますし、産卵から幼虫の飼育、そして成

虫までにそだてるのも特にむずかしいところはありません。ことしは、カブト

ムシの飼育に挑戦してみましょう。（根来 尚）
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